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学部担当科目

・表現技法 I（前期・後期）
・英語 II(通年)
・英語 III(通年)
・TOEIC II（通年）
・TOEIC III（通年）

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本アメリカ文学会、日本比較文化学会、日本表現学会、映画英語アカデミー学会

大衆音楽と文学の創作におけるソーシャルメディアの役割、ハートランド・ロックに見る
文学のモチーフ、文学と翻案、TOEIC研究、CALL教育研究

同志社大学　文学研究科博士課程後期（中退）
University of Toronto, Centre for Comparative Literature, M.A.

文学修士（英文学）、M.A.(Comparative Literature)

アメリカ文学・文化、メディアと翻案、ポピュラー音楽と文学、英語能力試験

最終学歴

　【研究上の特記事項】
科学研究費補助金「挑戦的萌芽研究」（平成24年度〜26年度）（「大衆音楽と文学の創作におけ
るソーシャルメディアの役割」）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・授業科目

専門分野

所属学会

研究課題

大学院博士後期課程
担当科目

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

FD委員、CALL教室運営、TOEIC運営

映画英語アカデミー学会　理事（奈良県）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

企画委員、学生支援委員、全学入試委員、FD委員、海外語学研修委員、ネットワーク委員

・
・
・
・

通信教育部担当科目 ・英語 I



共

単

単

『ポピュラー音楽と文学の接合
点について』

研究書も兼ねた大学生向け英語学テキ
スト。英語学と関連の深い文学理論や、
文体論に関する章を担当。pp.239-52
（共著）

（学会発表）

著書､学術論文等の名称

「ロックが幸福だった時代の最
後のアルバム『レット・イット・
ビー』」

（その他）

ポピュラー音楽のなかの文学性につい
て、アメリカのインディー・ロックの例を
中心に紹介、分析した。招待講演。

拙著『レット・イット・ビー』に関し、『図書
新聞』からインタビューを受けた。

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

『現代英語学へのアプローチ』

『図書新聞』2013年8月
10日、8面

平成25年8月

英宝社

平成２６年２月 文学教育研究会

平成２６年１月


